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アドミッション・ポリシー 

（入学者受入れの方針） 

 

 

本研究科は、教育目的を理解し入学を希望する次のような者を

求める。 

①多様な研究への探究心をもって主体的に取り組み、表現で

きる人 

②看護教育への関心を持ち、看護の専門性に基づいた知識・

技能に向き合い教育に取り組む意欲のある人 

   ③実践能力を高める意欲と科学的根拠に基づいた看護を思考

し、多様な人々と協働できる人 

 

 

 

  



2024 年度名古屋学芸大学大学院看護学研究科修士課程学生募集要項 

1.募集人員

研究科 専攻 課程 試 験 種 別 募集人員 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 

一般選抜 ２名 

社会人特別選抜 ２名 

名古屋学芸大学看護学部特別選抜 ２名 

2.研究領域構成等

領 域 分 野 取得学位 

発達看護学領域 

母性・助産看護学 

修士（看護学） 

小児看護学 

成人・老年看護学 

広域看護学領域 
精神看護学 

地域・在宅看護学 

発展看護学領域 

災害看護学 

看護管理学 

看護教育学 

※上記３領域８分野から１分野を選択して研究指導を受けることとなります。

3.出願資格

「出願資格」は、一般選抜試験、社会人特別選抜試験共通であり、以下の①から⑩のいずれかに該当

する者とする。ただし、入学する当該年の４月時点で、保健師助産師看護師法による看護師資格を有し

ない場合は、入学を認めない。 

①大学（学校教育法第８３条）を卒業した者、または当該年度に卒業見込みの者（学校教育法（昭和２

２年法律第２６号。以下「法」という。）第１０２条）

②独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者、または当該年度までに

授与される見込みの者（施行規則第１５５条第１項第１号）

③外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者、又は当該年度までに修了見込みの者（施

行規則第１５５条第１項第２号）

④外国の学校が行う通信教育をわが国において履修することにより当該国の１６年の課程を修了した

者、又は当該年度までに修了見込みの者（施行規則第１５５条第１項第３号）

⑤わが国において、外国の大学相当として指定した外国の学校の課程（文部科学大臣指定外国大学日本

校）を修了した者、または当該年度までに修了見込みの者（施行規則第１５５条第１項第４号）

⑥外国の大学等において、修業年限が３年以上（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する

博士課程への入学については５年）の課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与

された者、または当該年度までに修了見込みの者（施行規則第１５５条第１項第４号の２）

⑦指定された専修学校の専門課程（修業年限が４年修業）を修了した者、または当該年度までに修了見

込みの者（施行規則第１５５条第１項第５号）

⑧旧制学校等を修了した者（昭和２８年文部省告示第５号第１号～第４号、昭和３０年文部省告示第３

９号第２号）

⑨防衛大学校、海上保安大学校、気象大学校など、各省大学校を修了した者、または当該年度までに修

了見込みの者（昭和２８年文部省告示第５号第１号～第４号、昭和３０年文部省告示第３９号第２号） 

⑩本大学院において個別の出願資格事前審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め
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た者で、当該年度に２２歳に達する者（施行規則第１５５条第１項第８１号） 

※出願資格⑩により出願しようとする者は、前もって事前資格審査基準に基づき「出願資格事前審査」

を行い、出願資格認定の審査を受けなければならない。短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学

校の卒業者及びその他の教育施設の修了者など大学卒業資格を有していない者で、次の（ア）に加え

て、（イ）から（エ）のうち１つの審査基準を満たす者 

（ア）看護師、保健師、助産師の資格を有している者 

（イ）看護師、保健師、助産師の資格取得後実務経験が 5年以上の者 

（ウ）研修学校（厚生労働省、看護協会、県など公共またはそれに相当する機関の研修学校）又は

継続教育（管理者コース）などを修了している者 

（エ）業績（査読のある学術雑誌への掲載、学会の発表の経験）を有する者 

 

※出願資格⑩により出願を希望する者は、出願前に出願資格の認定を受けてください。認定を受け

ていない者は、出願できません。 

 

【一般選抜試験】 

   前記の出願資格を満たす者を対象とする。ただし、入学する当該年の４月１日時点で保健師助産

師看護師法による看護師資格を有しない場合は、入学を認めない。 

 

【社会人特別選抜試験】 

   出願時までに「看護職としての実務経験」が３年以上あるもので、前記の出願資格を満たす者を

対象とする。 

 

【名古屋学芸大学看護学部特別選抜試験】 

本学看護学部を卒業した者（卒業見込者を含む）で、卒業後３年以内（入学時）の者を対象とす

る。ただし、入学する当該年の４月１日時点で保健師助産師看護師法による看護師資格を有しない

場合は、入学を認めない。 

 

4.「大学院設置基準」第２条の２又は第１４条による教育方法の実施（長期履修、夜間・土曜日開講） 

本研究科では、社会人のキャリア教育、そして生涯学習に対するニーズに応えるため、仕事をもつ社

会人学生等が勤務を継続しながら大学院で学問を修めることができるように、大学院設置基準第２条

の２及び第１４条に基づく教育方法の特例を実施する。 

 

   〇夜間及び週末開講 

本研究科では、平日の５時間目及び６時間目開講、土曜日開講を実施する。 

 

〇修業年限及び在学期間 

本研究科は修士課程であり、標準修業年限は２年間である。ただし、入学時に育児や家族介護、

あるいは働きながら学ぶ長期履修制度を利用する学生（以下、「長期履修生」という。）にあって

は、修業年限を３年あるいは４年とすることができる。 

社会人学生は、自らの就学状況や経済環境、就業状況などを勘案し、入学までに２年あるいは３

年以上４年以内の修業年限のいずれかを選択する。 

但し、長期履修制度に該当しない理由によって、在学期間を２年として入学した学生は、在学期

間を３年もしくは４年に、延長することは原則としてできない。 
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〇長期履修を申請できる学生 

次のいずれかに該当する者とする。 

（１）職業を有するため標準修業年限で修了することが困難な者 

（正規職員以外も含み、主としてその収入で生計を立てている者） 

（２）育児、長期介護等により、標準修業年限で修了することが困難な者 

（３）病気等その他やむをえない事情により、標準修業年限で修了することが困難であると研究

科長が認めた者 

 

〇長期履修の申請手続き 

長期履修を願い出る者は、「長期履修許可願」（長期履修内規 様式第 1号）に「長期履修計画

書」（長期履修内規 様式第 2 号）及び「その他必要書類」を添えて入学願書提出時に提出して

ください。 

 

5. 入学試験日程 

【前期日程】 

試験種別 

出願資格事

前審査書類

提出期限 

事前相談 

完了期日 
出願期間 試験日 合格発表 

一般選抜 

 

2023 年 

7 月 11 日㈫ 

 

2023 年 

8 月 2 日㈬ 

 

 

2023 年 

8 月 3 日㈭ 

～8 月 22 日㈫ 

 

2023 年 

9 月 23 日㈯ 

 

2023 年 

10 月 5 日㈭ 

 社会人特別選抜 

 

名古屋学芸大学 

看護学部特別選抜 

 

注 1.提出書類は、提出期限必着とする。 

注 2.前期日程の出願書類等の書類送付請求締切日：2023 年 8 月 8日（火）17 時 

 

【後期日程】 

試験種別 出願資格事

前審査書類

提出期限 

事前相談 

完了期日 
出願期間 試験日 合格発表 

一般選抜 

 

2023 年 

11 月 13 日㈪ 

2023 年 

12 月 5 日㈫ 

2023 年 

12 月 6 日㈬ 

～12 月 19 日㈫ 

2024 年 

1 月 27 日㈯ 

 

2024 年 

2 月 8 日㈭ 

社会人特別選抜 

注 1.提出書類は、提出期限必着とする。 

注 2.後期日程の出願書類等の書類送付請求締切日：2023 年 12 月 12 日（火）17 時 

 

※1.出願資格⑩により出願を希望する者は、上記のそれぞれの入試日程の「出願資格事前審査書類提

出期限」までに出願資格事前審査の手続き書類を提出し、審査を受けてください。 

※2.出願しようとする者は、出願前に３領域８分野から１分野を選択し、必ず事前に、希望する教員

（担当教員一覧の※印の教員）と研究テーマ及び長期履修制度の適用希望等、入学後の研究計画

等について相談してください。事前に相談をしていない者は出願できません。 

※3.事前相談については、メールにて研究指導を希望する専任教員あてに連絡をしてください。 

※4.事前相談についての教員の連絡先等は、「担当教員一覧」へ記載しています。 

※5.日本看護協会の認定看護管理者認定審査の受験資格については、看護管理学分野の担当教員にご

相談ください。 

※6.最新の入試情報については、本学Ｗｅｂサイト上で公開しますので、ご確認ください。 
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6.試験科目及び試験時間 

試験種別 試験科目等 試験時間 

 

一般選抜 

諸連絡・説明 9:00 ～ 9:30 

専攻専門科目 9:30 ～ 10:30 

休憩・説明 10:30 ～ 11:00 

小論文 11:00 ～ 12:30 

休憩・説明 12:30 ～ 13:30 

面 接 13:30 ～  

社会人特別選抜 諸連絡・説明 10:30 ～ 11:00 

小論文 11:00 ～ 12:30 

休憩・説明 12:30 ～ 13:30 

面 接 13:30 ～  

名古屋学芸大学看護

学部特別選抜 

諸連絡・説明 10:30 ～ 11:00 

小論文 11:00 ～ 12:30 

休憩・説明 12:30 ～ 13:30 

面 接 13:30 ～  

 

 

7.試験会場 

  名古屋学芸大学・名城前医療キャンパス（看護学部棟） 

住 所：〒460-0001 名古屋市中区三の丸 4-1-1 

ＴＥＬ：052-954-1222 

※交通アクセスの詳細は、本学ホームページで確認してください。

https://www.nuas.ac.jp/profile/access.html 

 

 《最寄りの駅からのアクセス》 

 

   
   

◇ 名古屋市営地下鉄名城線「名古屋城」駅下車、1番出口徒歩約 2分 

◇ 名鉄瀬戸線「東大手」駅下車 徒歩約７分 
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8.出願手続 

書  類  等 作成方法等 

1.入学願書 本研究科所定の用紙[Ａ]に必要事項を記入し提出してください。 

2.志願理由書 本研究科所定の用紙[Ｂ]に、必要事項を記入し提出してください。 

3.推薦書 名古屋学芸大学看護学部特別選抜試験の出願者は、看護学部長が作成

した所定の推薦書[Ｃ]を提出してください。 

4.受験票・写真票 本研究科所定の用紙[Ｄ]に必要事項を記入してください。 

写真票には、入学願書に貼付したものと同一の写真を貼付してくださ

い。 

※写真は、縦 4㎝×横 3㎝、上半身・無帽・出願 3ヶ月以内に撮影し

たものであること。また、写真の裏面に氏名、生年月日を明記してく

ださい。 

5.成績証明書 出願前 3ヶ月以内に出身大学の長が作成したもので、厳封したものを

提出してください。（厳封していないものは無効） 

※出願資格⑩に該当する者で、出願資格事前審査時に本書類を提出し

た者は、出願時には本書類は提出不要。 

6.卒業（見込）証明書 出願前 3ヶ月以内に、出身大学の長が作成したものを提出してくださ

い。 

※出願資格⑩に該当する者で、出願資格事前審査時に卒業（修了）証

明書を提出した者は、出願時には本書類は提出不要。 

7.出願資格認定通知書(写) 出願資格⑩に該当する者は、審査後に送付される出願資格認定通知書

の写し(コピー)を提出してください。 

8.学位授与証明書 出願資格②に該当する者は、学位授与機構が証明したものを提出して

ください。 

9.看護実践報告書 本研究科所定の用紙[Ｅ]に必要事項を記入し提出してください。 

（社会人特別選抜試験の出願者のみ） 

 

10.長期履修許可願 長期履修を希望する者は、事前に志望教員に相談の上、本研究科所定

の用紙[Ｆ]に必要事項を記載し必ず提出してください。 

※申請条件によって、添付書類（在職証明書、申立書、診断書等）が

異なりますので、注意してください。 

（長期履修希望者のみ） 

 

11.長期履修計画書 長期履修を希望する者は、事前に志望教員に相談の上、本研究科所定

の用紙[Ｇ]に必要事項を記載し必ず提出してください。 

（長期履修希望者のみ） 

 

12.申立書 長期履修を希望する者で、長期履修許可願の申請条件のうち、申立書

が添付書類として指定されている場合には、本研究科所定の用紙[Ｈ]

に必要事項を記載のうえ、必ず提出してください。(長期履修希望者

のみ) 

 

13.看護師免許証等(写） 看護師、保健師、助産師の免許証の写し（Ａ４サイズに縮小コピーし

たもの）を提出してください。 

2024 年 2 月の看護師国家試験において看護師免許証を取得見込みの者

は、取得後速やかに提出していただきます。 
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14.就学承認書 大学院設置基準第 14 条特例の適用により、在職したまま在学を希望

する場合には、就学承認書[Ｎ]を提出してください。 

 

15.入学検定料振込証明書 入学検定料 35,000 円 

入学検定料振込証明書に収納印、氏名の記入があることを確認し、

「提出用」を入学検定料振込証明書貼付用紙兼出願書類等チェック表

に貼付して提出してください。 

 

16.受験票送付用宛名シール 

 

本研究科所定のシール紙[Ｉ]に、受験票の送付先住所及び宛名を記入

し提出してください。 

 

17.入学検定料振込証明書

貼付用紙兼出願書類等チ

ェック表 

入学検定料振込証明書貼付用紙兼出願書類等チェック表[Ｊ]により、

提出書類に不備がないかを確認し、チェック欄に☑を記入し提出して

ください。 

 

9.出願資格事前審査の手続き 

 出願資格⑩により出願を希望する者は、出願前に以下の書類を提出し、出願資格の認定を受けてく

ださい。認定を受けていない者は出願できませんので、注意してください。 

 

出願資格事前審査に関する提出書類（出願資格⑩関連） 

書  類  等 作  成  方  法 

1.入学試験出願資格認定

申請書 

本研究科所定の用紙[Ｋ]に、必要事項を記入し提出してください。 

 

 

 

2.志願理由書（写） 本研究科所定の用紙[Ｂ]に、必要事項を記入したものの写し（両面コ

ピーをしたもの）を提出してください。 

 

 

 3.履歴書 本研究科所定の用紙[Ｌ]に必要事項を記入し、所定欄に写真を貼付し

てください。 

※写真は、縦 4㎝×横 3㎝、上半身・無帽・出願 3ヶ月以内に撮影し

たものであること。また、写真の裏面に氏名、生年月日を明記してく

ださい。 

 

4.研究業績を証する書類 

 

本研究科所定の用紙[Ｍ]に、研究業績を記載のうえ、査読のある学術

雑誌への掲載又は学会発表の経験が確認できる投稿論文の写し、抄

録、発表原稿等を添付し提出してください。 

（出願資格⑩に該当する者で、審査基準（エ）を適用希望者のみ） 

 

5.在職証明書 看護師、保健師、助産師として５年以上勤務したことが確認できる在

職証明書を提出してください。 

（出願資格⑩に該当する者で、審査基準（イ）を適用希望者のみ） 

 

 

6.研修学校又は継続教育

等の修了証書(写)又は

修了証明書 

研修学校又は継続教育などの修了証書（写）又は修了証明書を提出し

てください。 

（出願資格⑩に該当する者で、審査基準（ウ）を適用希望者のみ） 
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 7.成績証明書 出願前 3ヶ月以内に出身学校の長が作成したもので、厳封したものを

提出してください。（厳封していないものは無効） 

 

 8.卒業（修了）証明書 出願前 3ヶ月以内に出身学校の長が作成したものを提出してくださ

い。 

 

 9.看護師免許証等（写） 看護師免許証をＡ４サイズに縮小コピーして提出してください。 

なお、保健師免許証、助産師免許証をお持ちの方は、同様にＡ４サイ

ズに縮小コピーして、看護師免許証（写）と一緒に提出してくださ

い。 

※審査結果を、本人あてに通知しますので、出願期間開始日までに通知が届かない場合には、「14.

お問い合わせ及び書類の提出先」まで連絡してください。 

 

10.出願上の注意事項 

 (1)出願書類等に不備がある場合には、受理しないことがあります。 

 (2)一旦提出された出願書類等及び入学検定料は、理由の如何を問わず、一切返還しません。 

 (3)受験票は、出願書類受理後、受験者本人に送付します。試験日の３日前になっても受験票が届か

ない場合は、「14.お問い合わせ及び書類の提出先」までお問合せください。 

 (4)出願書類等は、不備がないかを必ず確認のうえ、専用封筒を用いて簡易書留郵便にて送付してく

ださい。出願書類の提出は、郵送に限ります。 

 (5)出願書類に虚偽の記載があった場合には、入学を取り消すことがあります。 

（6)入学願書等出願手続書類の請求は、メールにて「14.お問い合わせ及び書類の提出先」へ余裕を

もって請求してください。郵送にて送付いたします。 

 

11.受験上の注意 

(1)受験票は必ず持参し、監督者が見やすいように、座席票の手前に置いてください。 

(2)解答には黒鉛筆またはシャープペンシルを使用してください。 

(3)試験室では試験問題の内容に関する質問には一切答えられません。 

(4)試験室には時計がありませんので、各自用意してください。 

(5)電卓、翻訳機、計算機能付腕時計、辞書付腕時計やウェアラブル端末、置時計の試験室への持ち

込みはできません。 

(6)試験中の耳栓の使用は認められません。 

 (7)試験中に身体の具合が悪くなったときは、監督者に申し出てください。 

ただし、一時退出が認められても、試験時間の延長は認められません。 

(8)試験会場に駐車場の用意はありません。公共交通機関を利用してください。 

 (9)遅刻限度時刻は、試験開始後３０分以内です。 

 

12.合格発表 

(1)合格発表日の 14 時から本学ウェブサイトにて合格者の受験番号を掲示します。 

(2)合格者には合格通知書および入学手続書類を、入学願書記載の住所へ本人宛に速達・簡易書留ま

たはレターパックで送付します。なお、不合格者には通知等の送付は行いません。 

(3)電話などによる合否に関する問い合わせには一切応じられません。 
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13.入学手続及び学生納付金 

 (1)入学手続 

入学手続は、合格通知の際に送付する入学手続資料を熟読し、所定の期限までに完了してくださ

い。 

 

(2)納付金（2024 年度入学生）                         （単位：円） 

区  分 入学手続時 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 計 

入 学  金 100,000 － － － 100,000 

授  業  料 382,500 382,500 382,500 382,500 1,530,000 

教育充実費 95,000 95,000 95,000 95,000 380,000 

計 577,500 477,500 477,500 477,500 2,010,000 

※1.名古屋学芸大学卒業生は入学金を免除します。 

※2.長期履修制度の適用を受ける場合の長期履修期間の授業料は、標準履修期間の総額と同額と

し、原則として長期履修年数で案分して納入するものとします。 

但し、教育充実費については、標準履修期間で学修する学生が各期に納付する金額と同額

を、履修全期間納入することとなっていますので、ご注意ください。 

 

《履修期間を 3年間とした場合の納入例》                  （単位：円） 

区  分 入学手続時 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 3 年次前期 3 年次後期 計 

入学金 100,000 － － － － － 100,000 

授業料 382,500 229,500 229,500 229,500 229,500 229,500 1,530,000 

教育充実費 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000 570,000 

計 577,500 324,500 324,500 324,500 324,500 324,500 2,200,000 

 

《履修期間を 4年間とした場合の納入例》                  （単位：円） 

区  分 
入学手

続時 

1 年次

後期 

2 年次

前期 

2 年次

後期 

3 年次

前期 

3 年次

後期 

4 年次

前期 

4 年次

後期 
計 

入学金 100,000 － － － － － － － 100,000 

授業料 382,500 163,920 163,930 163,930 163,930 163,930 163,930 163,930 1,530,000 

教育充実費 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000 760,000 

計 577,500 258,920 258,930 258,930 258,930 258,930 258,930 258,930 2,390,000 

※1 年次後期分で、授業料の端数を調整。 

 

 

14.お問い合せ及び書類の提出先 

    〒460-0001 

愛知県名古屋市中区三の丸 4-1-1 

名城前医療キャンパス看護学部棟２階 

名古屋学芸大学大学院看護学研究科 

名城前医療キャンパス事務室（入試担当） 

 

E-mail：<in-kango-jimu_ml@nuas.ac.jp> 

TEL：(052)954-1222 FAX： (052)954-1225 

 

※お問合せは、できる限りメールにてお願いいたします。  
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担当教員一覧 

【専任教員】                         ※印は、事前相談対応教員 

領域 分野 役職 氏名 担当授業科目 研究テーマ 

発達看護学

領域 

母性・

助産看

護学 

教授 ※ 

清水嘉子 

看護研究方法論 

看護海外研修 

母性・助産看護学特論 

母性・助産看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・出産時の看護/夫婦協同育児 

・育児期の母親・父親の心理と支援 

・助産学生の分娩介助技術の獲得

過程/助産基礎教育と卒後教育の

継続性 

小児看

護学 

教授 ※ 

金城やす子 

 

小児看護学特論 

小児看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・小児在宅看護に関する研 究 

・医療保育に関する研究 

・保育園看護職のサポートシステム

に関する研究 

成人・

老年看

護学 

 

教授 ※ 

安藤純子 

看護フィールド演習 

成人・老年看護学特論 

成人・老年看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・高齢者の転倒に関するリスク要因

と予防に関する研究 

・摂食・嚥下障害に関するケア  

・在宅高齢者の運動介入による効果

に関する研究 

・終末期の在宅ケアに関する研究 

教授 ※ 

穴井美恵 

成人・老年看護学特論 

成人・老年看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・高齢者の咀嚼に関する研究 

・介護予防に関する研究 

・認知症予防に関する研究 

広域看護学

領域 

精神看

護学 

教授 ※ 

岩瀬信夫 

看護ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ論 

精神看護学特論 

精神看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・精神的健康と支援に関する研究 

・心の病理性と対処に関する研究 

・もう一方の当事者としての家族と支

援に関する研究 

教授 ※ 

永井邦芳 

精神看護学特論 

精神看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・客観的精神機能指標の臨床活用 

・精神障害当事者及びその家族の

地域生活支援に関する研究 

・精神臨地場面におけるティーチャブ

ルモーメントの明確化 

 

地域・

在宅看

護学 

 

 

 

教授 ※ 

佐久間清美 

 

地域・在宅看護学特論 

地域・在宅看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・保健師の教育に関する研究 

・保健師の実践能力に関する研究 

・地域の健康づくりに関する研究 

教授 ※ 

藤丸郁代 

地域・在宅看護学特論 

地域・在宅看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・地域住民の健康増進に関する研究 

・地域保健活動と社会資源に関する

研究 

・大学生の健康づくりに関する研究 

 

教授 ※ 

西出りつ子 

 

地域・在宅看護学特論 

地域・在宅看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・公衆衛生看護学に関する研究 

・在宅看護学に関する研究 

・地域連携に関する研究 
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発展看護学

領域 

災害看

護学 

教授 ※ 

臼井千津 

看護フィールド演習 

災害看護学特論 

災害看護学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・災害発生直後から中、長期におけ

る看護の研究 

・被災地域の「避難所」に関する看護 

・大洪水災害に関して看護系大学の

果たす役割 ―地域連携モデル

の開発― 

看護管

理学 

教授 ※ 

白鳥さつき 

 

看護倫理学 

看護マネジメント論 

看護管理学特論 

看護管理学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・看護師の労働安全に関する研究

(職業被ばく､抗がん薬曝露､ハラス

メントなど） 

・臨床倫理に関する研究感情労働に

関する研究 

・臨床看護実践能力に関する研究、

リフレクションなど 

教育看

護学 

教授 ※ 

平賀元美 

看護教育方法論 

看護教育学特論 

看護教育学演習 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・看護技術習得や実習における自己

調整学習に関する研究 

・学習者のストレス対処力、ソーシャ

ルサポートに関する研究 

・看護学の教育方法、教育評価に関

する研究 

その他関連分野 教授 青山温子 国際保健学 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・生活習慣病のリスク要因と予防対

策に関する研究 

・ジェンダーと健康に関する研究 

・開発途上国と日本の地域保健およ

び保健政策に関する比較研究 

教授 五十里 明 保健医療福祉行政論 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

・地域包括ケアの構築に関する研究 

・特定健康診査・特定保健指導に関

する研究 

・健康危機管理に関する研究 

准教授 石井健一朗 看護病態生理学 

看護臨床薬理学 

特別研究Ⅰ 

特別研究Ⅱ 

• がん薬物療法における既存医薬

品の適応外使用に関する研究（ド

ラッグ・リポジショニング） 

• 前立腺がん個別化ホルモン療法

の開発に関する研究（がん微小環

境、細胞間相互作用） 

※1.事前相談の連絡先メールアドレス:  E-mail：<in-kango_ml@nuas.ac.jp> 

※2.事前相談に係る連絡メールへは、以下の内容を記載してください。 

①研究指導を希望する教員名（※印の教員） 

②希望する入試区分・入試日程区分 

③受験者の住所・氏名 

④受験者の所属先 

⑤受験者の所属部署又は学年 

⑥連絡先メールアドレス 

⑦連絡先電話番号（携帯電話） 

⑧事前相談希望日 

   ⑨その他（質問・相談事項等） 

※3.指導教員の選択に迷っている場合は、上記①の教員名は記載せず、上記⑨へ「相談事項」として 

その旨を記載し、事前相談の連絡メールを送付してください。 
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